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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、他者の顔を識別する能力が、どの程度生得的で、どの程度後天的な
のかを探り、動物の中でも際立つ人の社会性の基盤を解明することを目指した。サルの個体識別をした経験を持
つサル研究者と一般成人を対象とした研究では、サル研究者は、一般の成人に比べ新奇なサルの顔を識別する能
力が高いことが示された。また、本研究課題では、ニホンザルの個体識別を行うプログラムを深層学習を用いて
開発した。深層学習によって高い精度でニホンザルの識別を行うことができるが、深層学習と逐次ベイズフィル
タを組み合わせることによって、より高い精度でニホンザルの識別を行うことが示唆された。

研究成果の概要（英文）：This research project aimed to investigate the extent to which the ability 
to recognize others' faces is innate or acquired, and to elucidate the foundations of human 
sociability that stand out even among animals. In a study involving primatologists experienced in 
individual recognition of monkeys and other adults, it was shown that the primatologists had a 
higher ability to recognize novel monkey faces compared to the other adults. Furthermore, in this 
research project, a program for individual recognition of Japanese macaques was developed using deep
 learning. While deep learning enabled accurate identification of Japanese macaques, combining deep 
learning with sequential Bayesian filtering suggested even higher accuracy in identifying Japanese 
macaques.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ヒトを含む霊長類は集団内において、他者を個体識別し、それぞれの他個体と社会関係を築く。これまでの研究
では、顔の識別能力については生後1年以内の経験による影響が大きいと考えられてきた。本研究課題の研究成
果から、成人した後であっても、サルを見る経験を積むことによって、サルの識別能力が向上することが示唆さ
れた。他方で、サル研究者が新奇のサル画像を見分ける場合、顔だけでなく、顔以外の身体の情報を利用してい
ることが分かった。ここから、成人した後にも識別能力は向上するものの、乳児期に比べてその柔軟性は低い可
能性が考えられた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

人を含め霊長類は、それぞれに固有の顔を持つ。霊長類の中でも、特に人が巨大で複雑な社会
を築き、維持するためには、個々の他者の顔を見分け、覚える必要がある。他者の顔を識別する
能力が、どの程度生得的で、どの程度後天的なのかを知ることで、発達科学において重要な「氏
と育ち」の問題への示唆となるばかりでなく、動物の中でも際立つ人の社会性の基盤を解明する
ことにつながると考えられた。 

多くの成人にとって、自分と同じ人種の顔は容易に識別できても、他人種の顔やサルなど他種
動物の顔の識別は比較的難しく感じられる (他人種効果)。他方で、複数のサルの顔を識別でき
るサル研究者は、顔の識別能力の柔軟性を探るためには大変興味深い対象である。ほとんどのサ
ル研究者は、成人した後、繰り返しサルを観察することで、個体識別を習得する。これまでの研
究では、サル研究者がサルを識別する能力がどのようなものなのか明らかにされてはいなかっ
た。 

また、顔の認識については、自閉スペクトラム症（ASD）児は定型発達児と比べて困難を示し
やすいことが指摘されてきた。特に、顔の情報処理には、顔の各パーツ情報に基づく独立的処理
と、全パーツを 1 つのまとまりとして認知する全体的処理があるが、ASD 児では、顔の全体的処
理が働きにくい可能性が考えられた。 

 

２．研究の目的 

人の社会性の基盤となる顔識別能力の特徴と柔軟性を明らかにするために、サル研究者、一般成
人、自閉症児を対象に顔の情報に関する認知能力の柔軟性を探ることが本研究課題の大きな目
的である。さらに、人工知能（深層学習）を用いてサルの個体識別を行い、顔の識別に関する人
の特徴を探る。 

 

３．研究の方法 

(1) ヒトを対象としたサルの個体識別実験 
ニホンザルを延べ 30 頭以上識別することのできる霊長類研究者 16 人と、霊長類研究者と比

較するための 19 歳以上の 21 名を対象とした。実験参加者には、まず斜めを向いた顔画像を提示
した。その後、2 つの正面顔を提示し、いずれの顔が、先に提示された斜め顔と同一個体のもの
かを回答してもらい (下図)、その正答率とサルの顔画像に対する注視部位を調べた。ヒトの顔
とニホンザルの顔に関して、合計 40 試行の実験を行った。さらに、霊長類研究者が、どの程度
顔以外の部位を用いて識別しているかを検討するために、ニホンザルの全身が映った画像と、そ
の全身画像から顔だけを残した画像を用いて、同様にして計 30 試行の識別実験を行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(2) 人口知能（深層学習）による個体識別 
岡山県真庭市神庭の滝自然公園付近に生息する勝山ニホンザル集団を対象として、成体メス

51 頭のサルの顔画像と動画のデータを収集した。収集した顔画像データに関して、深層学習の
ネットワークモデルとして GoogLeNet と ResNet-18 を用いて識別精度を検証した。さらに、逐次
ベイズフィルタを用いて、時系列的な個体の情報を用いることによって、個体識別が行いやすく
なるかを検討した。 
 
(3) 自閉スペクトラム症児における顔の認識 
パレイドリア現象は、本来顔でないものを、その配置から顔のように認知する現象であり、顔

の全体的処理の働きによって生じると考えられる。本研究では、ASD 児 10 名と TD 児 10 名を対
象に、パレイドリア現象の生じやすさに違いがあるか、ASD 児の発達的な特徴がパレイドリア現
象と関連しているかを調べた。パレイドリア画像の正立画像と倒立画像を対提示して、アイトラ
ッカーを用いて両者の注視時間を計測した。 
 
 



 
４．研究成果 
(1) ヒトを対象としたサルの個体識別実験 
霊長類研究者は、統制群に比べて、ニホンザル

の顔をより正確に識別していた。他方で、ヒトの
顔画像に関しては、2 群間に有意な違いは見られ
なかった (右図)。また、顔の注視部位に関して
は、霊長類研究者と統制群の間に明らかな違い
は見られなかった。霊長類研究者は、顔だけの条
件よりも、体全体を提示されたほうが、識別成績
が高くなっていた。また、注視部位を分析する
と、霊長類研究者は、統制群とは異なり、全身画
像が提示されると、顔以外の部位を見ることが
増えていた。以上の結果から、霊長類研究者は、
ニホンザルについて、統制群よりも高い顔の識
別能力を持っているが、顔だけの手がかりから
十分な識別を行っているわけではなく、顔以外
の部位の情報を用いて個体識別していることが
示唆された。 
この研究成果は、国際学術雑誌 Journal of Comparative Psychology 誌において発表した 

(Ueno et al. 2021)。 
 
(2) 人口知能（深層学習）による個体識別 

2 つのネットワークモデルを用いて、8
つの分類器を作成した。この 8 つの識別
器のみを用いた場合には、76.5%から
91.8%の精度で個体の識別をすることが
できた (右表)。これらの分類器と逐次ベ
イズフィルタを組み合わせることによっ
て、各分類器ごとに 90％以上の個体を正
しく識別することができた。逐次ベイズ
フィルタを用いた識別テストでは、個体
の 85％以上が 90％以上の事後確率を持
っていた。最も優れた分類器では、10 枚
の画像を使用して個体の 98％を、50 枚の
画像を使用してすべての個体を識別することができた。フィルタを適用しない場合、テストデー
タにおいて識別率が 50％未満の場合でも、逐次ベイズフィルタを適用することで識別に成功し
ていた。このような研究結果から、個体の過去の情報を考慮する逐次ベイズフィルタを使用する
ことで、個体識別システムの精度を向上させることができると考えられた。 

 この研究成果は、国際学術雑誌 Ethology 誌において発表した (Ueno et al. 2022)。 

 

(3) 自閉スペクトラム症児における顔の認識 

ASD 児も TD 児も、倒立したパレイドリア現象画像よりも、正立した画像を高い割合で注視し

ていた。また、自閉度が高い ASD 児ほど、正立のパレイドリア現象画像をあまり注視しない傾向

があった。以上の結果から、ASD 児にも顔の全体的処理が働いているものの、自閉症の症状をよ

り強く示す児は全体的処理の働きが弱い可能性が示唆された。 

この研究成果は、2020 年第 84 回日本心理学会大会において発表し、学術雑誌に投稿するため

に原稿の準備をしている。 
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